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低コストで環境に優しい施肥・土壌管理技術の開発 
              土壌肥料研究室 

令和５年度の主要な研究課題の概要 

加工用トマトと春レタス連続栽培等の長期栽培において、栽培後のマルチに

酵素処理を行って速やかに分解する技術の適用性を検証し、マルチの処理作業

の省力化と規模拡大に寄与する技術を確立します。   

（イノベ事業、共同：(国研)農環研、静岡県立大ほか地方公設試） 

本県の主要な露地野菜の一つである秋冬ハクサイ栽

培を対象にし、追肥作業の省力化を目的に、緩効性窒

素含有の混合堆肥複合肥料を用いた全量基肥施肥法を

開発しました。 

この施肥法は、慣行肥料による基肥追肥体系の施肥

法と比較して、同等の収量を得られ、同等の肥料コス

トで追肥作業を省力できることを明らかにしました。 

○長期栽培野菜に適した生分解性プラスチックマルチの選定と酵素処理による分解性の評価(H31～R5) 

秋冬ハクサイ栽培における緩効性混合堆肥複合肥料

を用いた全量基肥施肥法（主要成果・技術情報） 

施設栽培条件における「有機質資材の窒素肥効」の見える化と作物の画像

解析による「土壌中の窒素供給量」の見える化をすすめ、最終的にはこれら

を統合して土壌の状態や作型に応じて施肥を最適化する技術を開発します。 

（特電） 

○有機栽培における施設葉物野菜の収量安定化に貢献する施肥予測技術の開発（Ｒ5-9） 

１ ． 園 芸 作 物 に お い て 、 生 産 性 の 向 上 や 低 コ ス ト 省 力 化 に つ な が る 施 肥 技 術 を 開 発 し ま す 。  

２ ． 有 機 農 業 の 取 組 拡 大 に 貢 献 す る 技 術 開 発 や 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク マ ル チ の 利 用 な ど 、 環 境

保 全 型 農 業 の 推 進 に 貢 献 で き る 研 究 を 進 め ま す 。  

県北地域の有機農業モデル団地を対象に、堆肥の施用や緑肥の導入等の土づくり効果について科学的に

解明し、有機農産物の生産拡大に活用できる事例集を作成します。また、有機農業における土づくりにお

いて、改良の目安となる新たな指標を開発します。 

（いばらきオーガニックステップアップ事業、共同：農業研究所） 

○有機農産物生産に適した土壌条件の解明（R４～R６)  

令和４年度の主な成果 

今後の方向 

図 新施肥法および慣行施肥法の 
肥料由来窒素供給量の推移量 

表 緩効性混合堆肥複合肥料を用いた全量基肥施肥法がハクサイの収量に及ぼす影響 

新施肥法 全量基肥 15.0 6.9 ± 1.5 4.7 ± 0.9 15,693

慣行施肥法 基肥+追肥 15.0 7.0 ± 1.3 4.9 ± 1.2 16,165

新施肥法 全量基肥 14.2 7.6 ± 1.2 3.9 ± 0.6 12,384

慣行施肥法 基肥+追肥 14.2 6.8 ± 1.2 3.6 ± 0.5 11,527
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